




























































































































































































相談にのる人 24（9．5） 24（9．5） 48（9．5）
道徳的な人 30（11．9） ！0（4．0） 40（7．9） ＊＊
援助する人 15（5．9） 23（9．1） 38（7．5）
エスコートする人 12（4．7） 25（9．9） 37（7。3） ?
気づかう人 14（5．5） 19（7．5） 33（6．5）





















































らしさを発揮する人 29（14．9） ！8（9．8） 47（12．4）
道徳的な人 22（11．3） 19（10．3） 41（10．9）
気づかう人 12（6，2）’ 16（8．7） 28（7．4）
援助する人 11（5．7） 14（7，6） 25（6．6）
相談にのる人 10（5．2＞ 11（6．0） 21（5．6）
エスコートする人 4（2．1） 9（4．9） 13（3．4）
その他 9（4．6） 12（6．5） 21（5．6）
　中高年男性および女性の全体をまとめると，「⑧穏やかな人」（19．8％），「⑤理解する人」（14．3％），
「③思いやりのある人」（14．0％），「⑥らしさを発揮する人」（12．4％），「⑦道徳的な人」（10．9％）
などの順で女性の『やさしさ』を系統立てているが，ここでも男性と女性とが各カテゴリーを同
様の水準で捉えているか否かは不明である。性差について検討した結果，いずれのカテゴリーに
おいても有意差が認められなかった。こ：の結果から，『やさしい人』を想定するとき，それが男性
を対象にする場合と女性を対象にする場合とで同じ人間観にならないことが明らかになった。男
女共生といっても，中高年者は従来の性役割を具現化しているようにも受け取ることができる。
IV．結　論
　以上の諸結果から，中高年者を対象に『やさしい人』を想定する要因を自由記述の方法によっ
て求めると，全般的に次のような結論を提出することができるであろう。
　（1）中高年者が捉える『やさしい男性』像は，第一に「穏やかな人」である。たとえば，「決断力
　　があって，心が豊かで広い視野を持ち，性格が穏やかで包容力がある」などというイメージ
　　である。他方，中高年者が捉える『やさしい女性」像も「穏やかな人」であるが，「心にゆと
　　りがあり，笑みが絶えず，言葉がやさしく，気持ちが明るい」などというイメージであり，
　　同じ『やさしさ』に対しても求めるものに違いが認められそうである。
　（2）次に「思いやりのある人」が多く出現する。他のカテゴリーは複数の記述が混在するが，「思
　　いやり」は単独で出現したものである。他に付随する細かな説明はほとんど存在しない。し
　　たがって，包含される「思いやり」はもっと多数になるかもしれない。『やさしさ＝思いやり』
　　と結論づけてはいけないが，その可能性も否定できない。
　（3）「男らしさの発揮／女らしさの発揮」を強調する記述，たとえば「男らしい積極性，女らし
　　い柔和さ」も多い。大学生男女に対する同様の調査では，「援助する人」「気づかう人」など，行
　　動と直結するカテゴリーにも記述が頻出したが，中高年者の捉え方では人格そのものに温厚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人格の偉大性に関する心理学的研究　9
　さを求めているようである。
（4）表3に示したとおり，2つのカテゴリー「道徳的な人」「エスコートする人」の間で性差が認
　められた。中高年の男性は『やさしさ』に「道徳的」な行動を求め，女性は「○○してくれ
　る人」に男性の『やさしさ』を求めているようである。
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